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幼児保育における食育活動の教育的意義
高橋美保1・川田容子2
（1白鴎大学教育学部；2栃木県鹿沼市役所）
1目的
乳幼児期の食の営みは、発育・発達に欠くことのできない行為であり、
生涯の健康づくりの基礎となることはいうまでもない。食育は「生命」に
直接関わる活動であり、子どもの発育・発達や疾病の構造に、大きく影響
を及ぼすものとなる。したがって、「食育」は「健康づくり保育」と考え
ることができよう。なぜならば、乳幼児期から学童期へと一連の流れを持
ちつつ、継続性のある活動として捉えられるからである。ゆえに、保育者
が年齢ごとの食を通した発達課題を把握し、育ちの見通しや目標（ねら
い）の明確化を図り、共通理解を持って取り組んで活動しなければならな
い重要な保育内容のひとつである。
「食」の営みは多面性があり、人との関わりや文化との出会い、自然と
の関わりや命の育ち、料理づくり等、それぞれが単独ではなく複合的に絡
み合いながら生活の中に位置づき、「生きる力」として、子どもが身につ
けていくスキルとなる。したがって、その多面性を保育や教育の集団の場
で、発達に添ったカリキュラムを作成し、体験的学習として展開していく
必要がある。
平成16年3月厚生労働省より、「楽しく食べる子どもに～保育所におけ
る食育に関する指針～」が通知された。このことで、幼児保育における食
育の位置づけが明確化され、現在、各地域において様々な食育計画が策定
されつつある。
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給食を核に、食事場面をとおした子どもの発達を基にした計画、保育計
画の中に食を位置づけた計画としての食農保育や調理保育、さらには、食
に関するある一定の保育活動に特化した計画、年齢別に子どもの発達と食
のあり方を系統立てた計画、地域の特性をいかした計画など、実に様々で
ある。
前報で報告したが、栃木県においては平成18年に、子どもの発達過程を
とらえた「とちぎ食育ノート」を作成し、6年間の育ちを加味した食育の
計画作りを提唱してきた。その後、各保育所でも様々な食育計画が作成さ
れつつある。
そこで、食育の計画やその内容を分析し、保育現場における「食」の教
育的意義を考察し、幼保小の連携としての食教育のあり方を検討すること
を目的として、本研究に取り組むことにした。
2．方法
1）保育所における食育計画の分析
各保育所で食首活動が展開されているが、そのうち、「とちぎ食育
ノート」をもとに食育計画を作成した、保育所型児童館を含む保育所24
箇所を対象に、その計画内容を分析した。
また、年齢ごとの計画内容を比較し、今後の計画作成における課題を
抽出した。
2）小・中学校における教育課程の分析
小・中学校の教育課程における「食に関する指導」（食育）から、そ
の位置づけやカリキュラムと、食育活動の流れを比較した。併せて、保
育における食育活動の教育的意義についても検討した。
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3．調査結果及び考察
1）計画内容の分析
前述のように、食育には多面的意義が存在する。そこで、作成された計
画の内容を、「保育所における食育に関する指針」（平成16年3月厚生労働
省）のねらいと目標に示されている、「食と健康」「食と人間関係」「食と
文化」「いのちの育ちと食」「料理と食」の5項目に分類し、その内容を区
分して表1に示した。
さらに、その分類内容を年齢ごと（0歳児から5歳児）、施設ごとに計
画内容に記された回数と、その出現時期を比較して検討を加えた。
表1領域別にみる食育計画の内容
領域 内容区分
食と健康 朝食欠食、食事のバランス、健康な身体づくり、咀囎力の獲得
食と人間関係 共食、世代間交流、食事を楽しむ
食と文化 マナーを守る、行事と食事、食文化
いのちの育ちと食 旬を知る、野菜を収穫する、食材に親しむ
料理と食 道具を使う、クッキング活動、食事を味わう
2）年齢別にみる食育計画の内容
食育計画の内容に出現した回数を、年齢別に図1に示した。
0歳児は272回、1歳児は326回、2歳児362回、3歳児437回、4歳児
461回、5歳児584回と、年齢が高くなるにしたがって出現回数が増加した。
次に、年齢ごとの計画を5項目別に集計し、その結果を図2に示した。
0歳児は「咀囎力の獲得」が56．3％で、他に食事のバランスが11．8％と、
「食と健康」項目が多く計画されていた。生きるための本能的な行動を育
てる時期という認識が、計画作りに活かされていた。
1から2歳児は、「身体をつくる」が1歳児は32．2％、2歳児では26．0％
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で、「食事のバランス」は1歳児回
11．1％、2歳児11．9％と、「食と健
康」の項目が主な計画として設定500一㎜還｝皿㎜灘褒
されていた。また、「食と文化」400＿＿＿＿．＿，＿＿＿
の項目である「マナーを守る」は300・・…一一1歳児17．8％、2歳児19．3％で、200一次いで「いのちの育ちと食」の項目である「食材に親しむ」が1100”歳児では13．2％、2歳児12．7％でoあった。
0歳児1歳児2歳児3歳児4歳児5歳児3歳児では、「食と文化」の図1年齢別食育計画への出現数項目である「マナーを守る」が
20．1％と、最も高い値を示した。またこの時期は、食事のマナーや食べる
ための技術として、箸の導入時期とも重なり、自立食べの完成時期という
認識が、保育者にみられた。また、収穫保育やクッキング保育が導入され
始め、「いのちの育ちと食」「料理と食」といった項目が、増加の傾向を示
した。
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4から5歳児では、収穫保育が4歳児9．8％、5歳児では11．6％を示し、
クッキング保育は、4歳児が10．2％で5歳児13．4％と、体験的な食育内容
が多く計画されていた。「いのちの育ちと食」と「料理と食」の項目が増
加し、図1に示すように、年齢による出現数の差となって表われた。
3）項目別にみる食育計画の内容とその比較
項目別に計画内容の出現頻度を、図3に示した。
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図3領域別にみる食育計画の内容出現状況
「食と健康」項目については、0歳児が186回と最も多く、年齢が高く
なるほど減少した。しかし、3歳児以降も100回以上の計画がこの項目に
示されており、この結果から、食育は健康づくり保育であるという保育者
の認識が明らかになった。
「食と人間関係」については、0歳児は62回とやや多く計画されている
ものの、1から5歳児では、36から50回とほぼ同じ回数が食育計画に示さ
れていた。しかし、自我の芽生えにともなった心の育ちを考えたとき、
「共食（いっしょに食べる楽しさ）」に配慮したねらいや内容が、保育計
画に位置づいていることの必要性が指摘された。「食と人間関係」を図3
に示したが、年齢が高くなるほどその出現率は減少した。心の学びとして
の「心地よさ」の体験が十分に伴わない食育支援は、子どもにとって不快
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な活動内容となることが懸
念された。
図3に「食と文化」につ
いて示したが、「共食（いっ
しょに食べる）」は1歳児か
ら増加し、3歳児で最も多
く108回で4歳児は89回、
5歳児では93回と減少し
た。食と文化の内容は、食
具（箸）の導入や食事のマ
ナーについてが多かった。
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図4領域別に見る食育計画の
内容出現状況（年齢別）
「いのちの育ちと食」は、収穫保育が導入される年齢と共に、計画される
回数が増加していった。また、「料理と食」については、当番活動や調理保
育の導入により、年齢と共に計画の回数に顕著な増加がみられた。年齢別
では図4に示すように、0歳児と5歳児の計画回数には、2．15倍の開きが
あった。
「食と健康」「食と人間関係」「食と文化」の3項目については、全年齢
を通して食育計画の内容に位置づいており、「いのちの育ちと食」「料理と
食」は、3歳児以降に計画の回数が急増した。
4）保育所における食育活動の項目別内容
24保育所（NからC）で活動している内容を、項目別に5区分して図5
に示した。各保育所においての活動回数は、54回から128回とその差が顕
著に表われた。
計画回数と領域別内容区分については、図6に「料理と食」を、図7に
「いのちの育ちと食」の出現回数を示した。計画の回数が増加するにした
がってこの2項が実践される割合は高く、計画と実践には相関がみられ
た。しかし他の3項目については、計画回数と実践される割合は必ずしも
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???? 翻
NVwQROGUIHAXKPDFSBMJLETC図5保育所における食育活動の領域別内容
一致せず、施設（保育所）による活動計画に、認識度に大きな差があるこ
とがわかった。
食育が、子どもを主体にした各園のオリジナリティある活動であることは
重要であるが、そのオリジナリティは、施設や保育者側の視点で立案された
計画であってはならない。し回
かし、就学までに体験する食30
育活動は、施設や保育者の考2。
え方や発達のとらえ方によ
り、実践されていた。食育を5
効果的に進めるためには、年
齢ごどの子どもの発達をとら
え、そのうえで指導すること
が望まれる。
そこで、心身の発達と体験
的な食学習のあり方が関連す
ると考えられた2項目につい
て、活動計画に導入した時期
を探った。導入した時期の区
分は、1期4～6月、2期7
?????
NVwQROGUIHAXKPDFSBMJLETO
図6領域「料理と食」の計画に見る
施設別実践回数
はのロロトへにドドしヒ図7領域「命の育ちと食」の計画に
見る施設別実践回数
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～9月、3期10～12月、4期1～3月とした。
（1）箸の導入
箸の導入時期を図8に
示した。go％80％2歳児の3期から3歳70％：畿児の4期までと、開始の4。％時期は各保育所で、1年2・％
以上の差があった。従来o％
より3歳児クラスでは、
「4月から箸での喫食」
000011112222333344445555歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳歳123412341234123412341234期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期期
図8箸の指導を導入した時期を位置づけている保育所が多く、2歳児の3期から導入している保育所も
17．4％あった。3歳児の4期には全ての施設で、箸は導入されていた。
手指の発育や微細運動の発達、個人差等を勘案したとき、集団の場での
箸の導入は、2歳児3期からでの導入では早すぎないかと考えられた。ま
た、箸での喫食意欲は3歳頃と考えられ、3歳児の4期の導入では個人差
が大きく、遅すぎるのではないかと考えられた。
今後、集団での箸指導を導入する時期とその配慮事項に、十分な検討が
求められる。
（2）栄養教育の導入
図9に、3つの食品群を使って食育活動する時期を示した。
健康教育の視点から、身につけるべきスキルとして導入されている内容
「食と健康」は、3歳児1。。％
90％の2期から5歳児の3期までと、導入した時期に2年以上の差がみられた。
また、卒園までに導入し
ない施設は、47．8％と半
数が計画や実践に、栄養
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教育を導入していないことがわかった。
様々な食べ物や料理を味わうことで食事に興味や関心をもち、食事体験
を積み重ねて食材を認知する。「健康と食」の学びは、こうして獲得され
にるスキルであることを考えると、導入時期の差異が、体験の有無の差になってはならない。そのためにも、早期に取り組んだ事例は計画やその内容、進め方が系統立てられ、保育計画に位置づけて実践したかを十分に検
討する必要がある。その上で、子どもの発達にそった習得プロセスと、小
学校との連携を基盤にした教育的意義を鑑み、就学前までにどのようなス
キルを身につけるべきか、栄養教育としての意義やその内容の検討が急が
れる。
現在、各地域で様々な食育計画が作成され、活動が展開されている。計
画作成にあたっては、子どもの発達が加味され、計画が作成されつつある
ものの、施設（保育所）によってはその内容に大きな差がある。計画作成
にあたっては、実践を見据え、それぞれの保育所に応じたものであること
は必須条件ではあるが、計画内容に差が生じることも少なくない。乳幼児
期にどのように食体験を重ね、そのスキルを身につけて、学童期への教育
課程をとおした学びへとつなげていくか、その課題は大きい。
本研究をとおして、保育における食育活動の教育的意義を考えたとき、
乳幼児期に身につけたい食のスキルと、その獲得段階を明確にする必要が
ある。それには、保育者が発達段階を見極め、子どもをめぐる環境条件を
概観し、健康な育ちのために必要な大人の援助のあり方について、具体策
を講ずることが必至である。
5）小・中学校の教育課程における食教育の位置づけ
小学校に継続する食の学びとして、幼児保育における食育の位置づけを
検討する必要がある。そのためには、小学校の教育課程でどのような食に
対する学びが展開されているのか、その内容を知る必要がある。
文献調査を行い、その内容を探った。
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（1）食の推進体制
昭和29年「学校給食法」の制定以降、給食が実施され、学校教育におい
ての食育活動が展開されてきた。しかし、食の指導が求められるように
なった背景には、平成9年保健体育審議会答申「生涯にわたる心身の健康
の増進保持のための今後の健康に関する教育及びスポーツ振興の在り方に
ついて」の中に、「食に関する指導の充実」が記されてからである。
その後、平成12年文部省「食に関する指導参考資料」、平成14年中央教
育審議会答申「子どもの体力向上のための総合的な方策について」におい
て、「食に関する指導」のねらいが具体的に示された。
平成16年中央教育審議会答申「食に関する指導体制の整備について」の
中で、栄養教諭制度の創設が明記され、平成17年4月より学校における
「食に関する指導」の担い手として、栄養教諭制度が発足した。
（2）学校教育における食に関する学習内容
学校教育における推進体制の中で、どのような学習が展開されたのであ
ろうか、その実態を文献により探った。
平成18年内閣府より「食育推進基本計画」が出された。その中に、具体
的に給食の時間や家庭科、体育をはじめとする各教科や総合的な学習の時
間において、「食に関する指導」の充実を促進し、学校で取り組む食育を
「組織的かつ計画的に推進する」と記されている。
「食に関する指導」（食育）の具体的な内容については、文献資料5、
6より引用し、表2に示した。各教科で食に関わる内容をとらえ、可能な
範囲で関連付けて、学校独自の食に関する指導計画にいかされ実践されつ
つある。
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表2教科における「食に関する指導」の具体的な内容（抜すい）
教科 小学校 中学校
食糧生産と国民の食生活 世界と比べてみた日本
社会 環境・資源の重要1生 現代社会と私達の生活
国民生活と経済
生物とその環境 科学技術と人間
理科 植物・動物の生活と種類
自然と人間
生活 自分自身や自分の生活
食品の栄養的特質 食事の役割、健康によい食事
（3つの食品） 5大栄養素の基礎的事項
食品の組み合せ 食品の栄養的特質
（1食分の食事計画） 食品の組み合せ
簡単な調理 （食べる量の把握、生鮮食品と
家庭 （一人分の分量・手順を考えた 加工食品、中学生の一日分の献
調理計画・米飯と味噌汁・サラ 立）簡単な日常食の調理
ダ） （魚・肉・野菜などを扱う調
理、食品の適切な切り方、調理
の目的にあった調味料の使い
方）
健康によい生活の仕方 健康と環境
体の発達・発育 健康と疾病予防
体育 病気の予防
（バランスのよい食事、望まし
い食習慣）
道徳 健康や安全に気をつけ節度ある生活
望ましい生活習慣・心身の健康
増進、節度・調和のある生活
特別
活動
学校給食と望ましい食習慣
食に関する学校行事
・児童会・クラブ活動
学校給食と望ましい食習慣
食に関する学校行事
児童会・クラブ活動
総合的な学習の時間一食に関する課題
＊食に関する指導の中で、中心的な教科である家庭科についての指導内容
は、単元項目のみでなく具体的に記載した。
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資料調査の結果から、保育所における食育計画のなかで実践されている
調理活動と、栄養教育としての3つの食品群は、いずれも小学校5年生の
家庭科教育の教科内容であった。保育をとおして体験学習した食育が、小
学校においては、系統的な学習内容として捉えられていない。学ぶべき内
容の差はあるが、一人の子どもの食の学びとしてとらえたとき、系統性の
ないこの現況は大きな課題となる。
保育所や幼稚園と学校が系統的な視点を持ち、学ぶべき食育の学習課程
を構築することが急務である。
4．まとめ
乳幼児をとりまく食生活の課題は、食習慣の形成や食環境づくり、食事
内容からくる健康上の危惧や将来への健康増進への課題など、多岐に及ん
でおり、食育の重要性が叫ばれている所以もそこにある。
食育活動をとおし、子どもは食事の大切さを認識し、食に興味を抱き、
食事のマナーを学び、自分の身体状況に応じた食事量や内容の選択ができ
るスキルを身につけていく。同時に、自分で料理をする力や食文化を身に
つけ、そのプロセスを包括的に学んでいく。このことが食の学びであると
考えるとするならば、それらは学習課程においてらせん状につながり、段
階的にステップアップして獲得していくスキルとなる。
ハーヴィガストは、「ほとんどの発達には、それを学習するのに、特定
の時期がある。すなわち個人がそれを学習できるほどに、十分成熟したと
きが、教育の適時である。」と述べている。
乳幼児期という6年間の育ちは、生涯において最も急激な変化の時であ
り、その時期に学ぶべき課題は多い。摂食機能の獲得、食行動の自立と
いった技術的な学びと、共食共感という社会性や心理などの質的な学び
は、生涯の食行動や食習慣の基盤となり、生活習慣の定着や健康教育を基
にした知識の獲得にもつながる。
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現在、発達をベースにした技術的な学習については、その適時が研究さ
れつつある。しかし、知識の学びについては、指導者の力量により、その
指導法や内容に明らかな違いがみられる。幼児期に何を学び、学校教育へ
どうつなげていくのか、十分な検討を要する。
教育課程では、食の学習をどのように位置づかせているのであろうか。
子どもの発達のプロセスと、小学校への基盤としての教育的意義を見据え
た、就学までの食育カリキュラムの内容が問われる。
幼児期の教育は、小学校教育の基盤となる。現在、学校教育では、知識
を言語的に教えていく教科的な内容が基本である。それに対し、幼児期の
教育、特に保育現場では、体験を通した身体的かつ活動的学びが基本と
なっている。このつながりを「教育」という視点で捉え、子どもの発達に
応じた内容という側面と、次の時期への準備期という2つの側面を、どう
統合して、保育内容の一環として位置づかせるのかが、教育的な効果とし
て大きく影響すると考えられた。
前述のように、幼児期の知識を、言語的技術的教育の準備期であるとし
て捉えるなら、その基盤を形成するために、現在行われている幼児期の身
体的かつ活動的な学びを、小学校の教科内容にどうつなげるか、また、そ
の移行がスムーズに行なえるように、幼児期にどのような取り組みが必要
かといった点が、今後の幼児保育における食育活動を展開するうえで、重
要な課題となる。ひいては、教育的な視点で保育における食育活動を捉え
た時、縦断的教育の役割を、食の学びが果たすことの認識をもち、計画
的、総合的に展開していくことが求められる。
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